
目
次
校
訂
本
全
十
五
冊

歴
代
賓
案
構
成
図

凡
例

グ
ラ
ビ
ア

目

次

『歴
代
賓
案
』
校
訂
本
解
説
集

解
説
（
西
里
喜
行
）

．．．

．．．
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〈
解
説
〉第
一
集『歴
代
賓
案
』
第
一
集
解
説
（
和
田
久
徳
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
l
 

第
二
集校

訂
本
第
三
冊
•
第
四
冊
解
説
（
神
田
信
夫
）
：
·
…

·
:
·

:
1
5

校
訂
本
第
五
冊
解
説
（
生
田
滋
）
：
・
：
．．．．．．．．． 
；
 
．．
．．．．．

．
 27 

校
訂
本
第
六
冊
解
説
（
糸
数
兼
治
）

．．．．．

．．．．

．．． 

；：
・・:・・
:
3
3
 

校
訂
本
第
七
冊
•
第
八
冊
解
説
（
濱
下
武
志
）
：

·

·
:
·
:
·
:
3
9

校
訂
本
第
九
冊
・
十
冊
解
説
（
金
城
正
篤
）
：
・
：
・
・
:
・
:
・
:
4
7

校
訂
本
第
十
一
•
第
十
二
冊
解
説
（
小
島
晋
治
）
；
：
·
：

•• 
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校
訂
本
第
十
三
・
十
四
冊
解
説
（
西
里
喜
行
）

．．．．．．．．

．．．． 
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第
三
集『歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
十
五
冊

付
録
〈
存
巻
表
〉

第
一
集校
訂
本

校
訂
本

第
二
集校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

第
三
集校
訂
本
第
十
五
冊

5
 
2
 

ー

別
集
・
杏
集

•
第
二
集
目
録
乾
坤
本
：
…
•
,
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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ー

第
一
冊
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........

...........
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...........
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ー

第
二
冊

第第第第第第第第
十十十九七六五＝
三一 冊冊・冊冊而．． 
+ + : : ．．八 ：：．・：冊：：四
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• : 集
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下
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代
賣
案
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構
成
と
校
訂
本
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関
係
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西
里
喜
行

西
里
喜
行

第
三
集
・
別
集

犀
泊
ル

舟
¥
}
I
I

ロ

横

滋

糸
数
兼
治

濱
下
武
志

金
城
正
篤

小
島
晋
治

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

同

東
写
東
写
乙

本
書
は
『
歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
一
集
•
第
二
集
•
第
三
集
・
別
集
（
全

十
五
冊
永
楽
ニ
―
一
年
＼
同
治
六
年
一
四
二
四
年
＼
一
八
六
七
年
）
に

収
録
さ
れ
た
校
訂
本
の
解
説
を
ま
と
め
て
一
冊
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

解
説
の
担
当
者
と
収
録
箇
所
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
解
説
が

二
冊
に
わ
た
る
場
合
に
の
み
解
説
の
収
録
箇
所
を
括
弧
内
に
記
し
た
。

『
歴
代
資
案
』
第
一
集
解
説
（
第
二
冊
）

第
三
冊
•
第
四
冊
解
説
（
第
四
冊
）

第
九
冊
・
十
冊
解
説
（
第
十
冊
）

第
十
一
•
第
十
二
冊
解
説
（
第
十
二
冊
）

第
十
三

・
十
四
冊
解
説
（
第
十
四
冊
）

『歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
十
五
冊

同

県
乙
東

生
田

第
五
冊
解
説

第
六
冊
解
説

第
七
冊
•
第
八
冊
解
説
（
第
八
冊
）

鎌
写

神
田
信
夫

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

校
訂
本

第
一
集
和
田
久
徳

第
一
―
集

凡

例

解
説
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
方
針
に
則
っ
た
。

解
説
は
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
収
録
書
名
と
頁
を
末
尾
に
附

し
た
。
た
だ
し
、
あ
き
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
は
訂
正
し
た
。

全
体
の
体
裁
を
統
一
し
た
。
そ
の
た
め
一
行
の
文
字
数
・
一
頁
の

行
数
・
段
落
及
び
表
の
位
置
な
ど
が
原
文
と
は
異
な
る
。

各
校
訂
本
の
担
当
者
・
収
録
年
代
・
校
訂
協
力
者
・
発
行
年
月
日
等
を

示
し
た
表
「
校
訂
本
全
十
五
冊
」
と
「
歴
代
宝
案
構
成
図
」
を
目
次
の
次

に
附
し
た
。

巻
末
に
校
訂
本
各
冊
に
掲
載
し
た
諸
異
本
の
残
存
状
況
と
底
本
を
示
し

た
「
存
巻
表
」
を
ま
と
め
て
附
し
た
。
「
存
巻
表
」
の
諸
異
本
の
略
称
は

下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

重
複
本
（
第
一
集
巻
一
）

東
恩
納
文
庫
筆
写
本

重
複
本
（
第
一
集
巻
一
四
）

横
山
重
氏
筆
写
本

台
湾
大
学
蔵
写
本

県
図
本
（
県
）

台
大
本
（
台
）

2
 

ー

鎌
倉
芳
太
郎
氏
影
印
本

同
筆
写
本
（
第
一
集
巻
四
一
）

東
恩
納
寛
淳
氏
影
印
本

旧
沖
縄
県
立
図
書
館
筆
写
本

鎌
倉
本
（
鎌
）

(3) 



存
巻
表
の
後
に
「
『歴
代
賓
案
』
の
構
成
と
校
訂
本
の
関
係
」
を
附
し
た
。

同 同

二
集
歴
代
宝
案
目
録
上
下

二
集
歴
代
宝
案
目
録
乾
坤

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
筆
写
本

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
蔵
楚
南
家
文
書

二
集
歴
代
宝
案
目
録
乾
坤

同

重

複

本

楚
尚
家
本

史 乾
坤
上
下
台
乙

(4) 
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